<HISTORICAL MATERIALS> "A Memorandum of Trade with China and Holland at Nagasaki." No.1 by unknown
<資料篇> 長崎唐蘭船交易覚書 : 法政大学図書館所
蔵・翻刻(1)
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 20
ページ 1-20
発行年 1968-03-20
URL http://hdl.handle.net/10114/11061
Hosei University Repository
一附録
法政史学第二十号附録
〔史料篇〕
長崎唐蘭船交易覚書
(第一同)
法
政大
学
図
書
館所蔵
Hosei University Repository
長
崎
唐
実i
堂 開
蘭
父
易
市G
解
題
本史料は去る昭和三十七年七月に古書障の引す一にトいったもので、偶然にも阪にとまり木学凶引い館の購入に川附したも
のである
。その内容から推して本来長崎奉行所もしくは長崎会所に関係派く、山川・闘双方の貿易市務の災地の衝に携
わった人の筆になり、それが何等かの事前でいつしか市中に流れてい恥々としたものと考えられる。
山分冊からなる本史料の収録年代は
第一冊
一五禄
三年
二
月
l
元禄六年十月
第二冊元保八年一月一五禄九年六月
但し、元紙十一年十一月の文引い二辿守附ナ
第 一 一 一 冊
一元禄九年十
二
月
第四冊文化
一 一
一 年 十
一
月
という共合で、四冊の収録年代は必ずしも紘統していない。むしろ前記の機関もしくは利
引
掛の永い縦続的記録の一
部分と芯われるものであって、なかには途中で切断された文書も二、
三
混入している。「長崎唐蘭船交易覚書」なる
表題ももとより後年の仮題にすぎない。
原文書はそれぞれの宛名の主に手交されたはずで、これはその控えもしくは写である。そのことは文書の一肩に、ま
ま「本紙有之」 朱書されている点からも容易 理解できよう。
その内容は、右の期間中に発せられた官街の諸役人に達した党書や、長崎市中に出した触
書
、および入津の唐船・
前析の山以前放
11
や、その川におきた氾科
、子以知山引など、叉易関係の
一つ 山 放 が 、
一 ー
なあととも宇
11
時の
J川氏生活の様相
も鋭えるものである。
長崎府関船交易覚誤
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第一間に収録する史料で阪をひくものは、
K H
勾関係でほいわ船杭みはり
け 川 の
は 一 川 川 、 刈
竹 川
間係の殺仰が多ノ、、川船小の
一位改平氏八への注し
、川
内人公めから一川帆の阪の心待などがみ、ぇ
、 一 山 人
と の 只 必 則 定 ハ り 一 山 一 川 一
γ
ぷ役への川品勤務
・
令
銀河替の円六体例
Jよ 川 加 え る
τ
町政関係では各種の町触が
限
につく、捨子、火の用心、竃剣り改め、町中水あびせなどの行事・心得から、犯町内と
その人相調主などの記載もみえ、「犯科帳」に洩れている実例もみえる。
なお
、
第一時に収める矧問は府
・
蘭両国と円本との貿易関係が氏主二
(a
ベ八五)年のいわゆる定刈貿易法に改ゐ
られて問もない時坊にあたり、一政令に右干の子山しが加えられた頃に主っており、その実態」ゾ一点検する史料ともなりえよう。
第二間に収録する元保八平!ー十年 は
、小品
〈 で は
川 川
定奉行荻はほ秀による貨幣改鋳が行なわれ
、長崎
の
地
にあって
は、応の定山賀劫法に閣注して代物比九日が心禄七年にな川され、
やがて
川十午にほ川平河口川川本ぷお衛門によっ
てその
事務
が官学され、川一トぃ金制皮が山
ぃ パ
泊されていく変化のあ/い時別に
vJ
っている。
い れ け 山
ぃ 一 八
、ぷ
火料においても
、
吹山し金銀とその引き控えに凶すみもの
から
、
山川附船船主放
、
川 町
~ υ川
、
叫件
、
定 一 以 九 州
、
代
物替、述トぃ 日銭などに凶
寸る
心叫が多く、伏川仙川内川郎只術・刈木
K M
お衛門らがそのクいを兆
一 ね る
丈 什 一 川 も ん パ ま れ て い て 、
この矧の貿易内容の検川に
役立
つかと思われる。
町政に関す
るものでは
、
類族
、拾
子
、
消極の犯科などに加えてん弘子の火災の車夫を以締おいえ川など久打開山の
町
触のみ
えるのは
、
さすがにこの矧の此柑を反映しているものとみうけられあ。
第三冊は前二冊と趣をかえて、全冊元禄九年の十
a
一片付のしえ壮一げである。ょとして褒企ド附に関する丈
h円であって、
貿易矧問中 各種兼役の業務、日刊に荷役、脇荷役、砂糖岡山一方、民物見知り、抜快物以締、抜待取締などから、府館・閣館の.取締り
、
更には武芸
、
防備
、
市中収綿
、
出
・
閑船検番などの各方川にわたっている。いずれも会所調役
、町年
々
、
会
所筆去、
山 尚 一 泊 一 川
、川
島乙名組以
、 似 片 山 、
北 川
北
方、日
行使
、夫所日
附
、内
咋役
、
淀 川
払
没
、
船許
、 久
日岡山川河など
の兼役で
や っ
たが柄
であ
る点にけ
はけ
さるべきものと与えられる。
筑間仰は前一一一冊と年代の開きがあっ
て
、
いずハもよ化:
一日ハ年十リ
、
十
一 リ
付の
よバである。
米川
、
一 市 山
一関係のよれぶ
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が民をひさ
、
長崎
会所の話役
に関するも
の
が多く
、
ん 爪 ・
r市交持
、 九 八
所 川 川 小 氏
、
川 川 払
伐 、
鹿皮日利
、御蔵
… 川
、
山辺市
y
、
内通
主
、加
役検伎などの待律にわたり
、
情・
両氏必関係では民一切
、
河 川 州
、
トヘ以銅版
、
如何均向法
、
…M
木などに判寸ろ
Jり の 、 も
みえ
、役目相
続許可
、
褒宜
、
受用銀などの多岐
にわ
たっていお。
へい冊総じて、限られた年代の断片的史料ではあるが、比較的貿易・いいの数仙、川格などの記載が多く、貿易地長崎に
おける貿易坊間巾の各慌の加役とその内容
、
褒川町凡制から極んへの制皮などのけパ体例
・
実況を混う
ことがで
きるのであっ
て
、
この極の残ト行史料のうち
、幕木期のも
のは
比 九
般的多きに比
し
て
、
い じ山 く
J川口保期のもの必ず
しも
投日ではない今日
、
'」の万川の研究に多少なりと役立ち得るといずる。芋い水品に甜刈沼介されるに際して
、
概
.偵の煎文が一川向けて
、
研冗
行の刈 を待ちたい 願うも である。(片川一川)
凡例
各えい
円 の 間
は二
行あき
に
込町し
た
J
池
山 比
一、
句 小 川 点
・、 ぺ 一
・ 点 ・ 小 川 点
を附して判読の使を汁った。
大和川名はが侭名に改めた
J
木 丈 一
中 、
朱需してある何辺はゴチック日?を用いた
Q
r--. 
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長崎唐蘭船交易覚書従レ是元録三午年山岡対馬守様川口摂津守様
長崎高山蘭船交易党引い
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本紙有
レ之
一乙名守人
、
組 一 山 古 人
、
い 肝 心 伏 相 品
、
前ぃ下作法好機ニ一
川 二
中什
-供
、
山
人
入込刑事之節欺
、
又は荷役山船一一
一山川多之時ば、以之内乙
名
・
組 以 間 人 共 可 一 一 相 一 一 一 一 川 一 事
、
一 一 惣
山
一.ノ門山
人之もの共
、乙
名江断なくして出入仕間敷市
、
一大通詞
・小通河川毎日以
之内占人宛可
一 一桐詰一、但倍六
油市も折々
ぷ添
可 レ 申 事 、
川、年番之
通詞
は用事次第経度も可ご相
越
え 下 、
一内通詞
小 山 、
ゼ
人、平日通川冗人、い川
一 夜 共
一泊話可レ中
市
、
一
内通利小頭たりといふ什
パ、白人小
見江川入仕間政供
、刊不レ
叶
川市依田市…引越候節は、乙名江其
H川を中断候上一一川、志川内次第可レ
参事
、
.火事等有レ之節は、当需之乙名相ぷ候もの仕ハ引述、早速駅付坂前
一川レ小供、液而其心得-一而相浦へし、若及-一大火一候ハ
L
町火消入レ
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一而商売
社 、
一
切 一
Jノ門内江入間敷
候、右刻限朝六ツ半時
d . h .
ッ半時迄、同村一は九ツより八ツ時迄向
売可レ仕事、
附、其節番人之内弐三人平内通詞弁辻需人杖突之ものとも寸一介可レ中候、但差支有レ之節は乙名見計可レ致一一発凶一供、
…釧器物芥小道具等の商人共、
一
ヶ月ニ或は大度、或は七度日時
を不レ定、乙名差閃いたし商売可レ為ν仕侠事、右之条々駅く百一相守一者也、
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本紙有レ之一-当春船来月十日
J
商売相初
、
バ月
中 致 一 一 帰 帆 一 候 様 - 一 可 レ 社 段 、 円 以
前以一一定門付一巾波侠処、早帰帆仕度己円、二十般 庇人共相願候ニ付、来月朔日
J
商売相初十
H
迄之内、右之船不レ残耐帆可一司什
候問
、其心得を以諸事差急キ可レ申供、以上、
午 一 一 一 月 廿 五 日
党
本紙有レ之一
当春婦弐拾般.ぃ、千円百抗日之銀ぃ
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目一市反物薬種荒物可-
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一右之船五月中帰帆可一一中付一候問、山オ庄銀一一而一円レ致一一商売二一船之
修復等其桔を以差
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以
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乙
名所 爪り日書留為品川可レ巾明
、
一家持
・棚広共ニ、家内拾五歳以上之も
の名帳認メ目
、
ー人組之
内ニ
初夜
中時を不レ究、両度宛人改可レ仕候事、
一町々之
乙
名は
、
い慨夜一九人組相改候嫌ニ無
-一桐進一候次吟味代
、定
叉可
-一 相 改
一 ぃ下
、
一 不 レ 以 一
口 氏 夜
一鵜乱成荷
物持通るもの布レ之以ハ斗
、則
改 可 レ 巾 …
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一海辺
之町々
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、
不 レ 限 一 一 川 一 夜 一 北 〈 辺 之 船 可 レ 遂 一 一 吟 味 一
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臼然あやし
き
荷物有レ之候ハ
L
、早速可-
一 申
山一候
革
、
右之起今月什八日ぷ
五
月中急度可一一相守二此外銘々被一一仰出一一候
趣
、同
市可レ守除
、
若相背者有レ之候ハミ棚借之義は大屋弁棚
正
人組 家持は
五
人組共-一曲
事
可 -
一 申
付一供、此趣不
- h
守一も
の
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、以後柑問候
は
、町内江
過怠と
して割符之銀除レ之、其上
惣
一川町中之も
のとも
日作供
出
、
十
じ 、
戸iJ
ll ji;
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町内之打隣町
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もなさと川間救
L! . 
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戸町一一有レ之由、子
共家財
は無
レ之故可
仁 迩 一 一
吟味
一候
、
諸親類-一構無レ之市
、
ιfu 
M A f
汁
J
一 於
- 一 長 崎 町 中 一 水
あ
ひせ候
事
は不レ
及
レ中、水浴の代として不レ
依
ν何とらせ
候帯
、
又は振抹仕候儀
、 向
後 川 市
一く無用ニ可レ仕円、
今度於一一江戸一川口源左衛門江被一両波一 、以上、
右之趣向後相守侠様一一、町中江
一川 レ 巾
コ波之
一川 下
、
前六月十円
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本紙有レ之
内町中去朔日より以米仕立さるもめん類の物質物ニとり、或ハ調候者有レ之候は町切ニ遂一昨味一、委細忠付町年寄迄吋レ
T r j
山之一事、
十一月十七日
本紙有レ之
内町中船所持之もの悉相コ改之一、去朔日より以米あやしきものを杭、海江拾供者を為レ釆供儀有レ之候者、有鉢可レ中レ之、縦同類-一而も其科をゆるし、門川ニより褒美とらすへし、穿整之上協より知レ伎は、船主・水、.上於三木人一、其科おもかるへき 事 、
十一月十七日
本紙有レ之
冗
」司
J '
干 世
j
- J v g ，
q '
田 川
一トヂ社町掛キ社共-一
お心/~分町乙名万江、非番之年行司同人罷越、町乙名立人口也丁切ニ湖、又は質物一一以置候木綿反物を、長古兄
' V )
刀
1
3
悉く為レ見レ之候而、若悩成心付も候ハ斗、内町寺社之
介は、密高木彦右衛門方江古一巾達一候、外町ば常行司江巾達候慌一一巾付候事、
一 四
一法見番御船頭
此表共井家米、遠見番触
J訓七位、ド火山凡刀川術品快端物ゐレ見
レ
Tノ ~ 可 レ 中 市 、
一山入港人
此者共井家米調候山刷物ハ、年寄方江長山兄刀口容為レ見レ之rJ1rr
、
- H
レ ，
H吋寸
J
一 一 船 許
此者共弁山本来調岐川刷物は、触一四万江一
h k h
日兄召寄為レ児レ之可
レ 中 事 、
一町使
此者共汚水米調候端物は、年前方江長汁兄召布為レ レ之可
，ifp
、
レ パ
U1JAJ
右之通為レ見レ之、若憶成心附有レ之由巾候ハ
kA
、足又一日刊木彦右衛
門方江市出候様ニ・申付候事、
一一品木作右衛門井町年寄、次-一常行司此分之家米調候端物は、家
米之内惜成者二改を中付、長
L」日兄を召寄為レ見レ之候慌一一銘々・巾
合可レ仕事、比趣共長古兄占人ニ而児中市ニ候問、急ニ成問敷候条、占丁切一一応次第可レ遂-吟味一 事、
比又卜
. E
持蔵支配所ぽ、世紀川蔵方一一而九レ見レ之、別儀有之
候 ハ
L
、彦右衛門方江間違候慌巾付供事、
以上
i J
月
r q H
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本紙有
ν之
AK
口陀又右衛門義
、
先午
前
μ
左衛門与公ポ取組依付
一川 、 兆 円 山
立ス裁判
二又
左衛門依レ九-非分二以後弟長左衛門
江
中分仕問
敷旨、急度中付候処及一孟背一、内証にて我憶を申、其上役人共申付をも承引不レ仕候故、中年入篭申付置候、然ル処今度彼叉左衛門世仲庄左衛門及一面訴一候趣は、老年之親元僻知事候尚
、 以 - 一 慈 悲 一
之上其身入替度目相
ニ願、之一候、訴之通子議成一
以
コ勿論之本也、然といへとも本道之心差候、尤可レ依レロ
m候得
共彼又左衛門茂篭くだし可-市付一犯科も依
ν無レ之
、
叶一仲李道
・~/~袋美ニ出篭・甲付候然は弟長左衛門義
、先
年之公事は裁判之
上ニ茂相済候、其以後又左衛門立ハ儲か一巾公儀中付、
村
役人と
も中付をも違背中候科-一は、一一
4 1
入篭為-在同一候、竹肉難レ前一
筋第一
兄之事一一候得
は
、出
篭之訴ぷ
をも可レ仕義ニ、共通
荒 川
尻候趣不道之五十ボ届者ニ供
、
右之又左衛門事追放をも可一市
付-候へ共、是又仲之孝心感免許出生匹、当地居住相構候之問弟長左衛門急度見届路銀等差出
し、何
方江罷越候而茂
、
取付侠
迄渇命-一不レ及様
-一 仕
、
為一引越一可レ中将也
、
十二月冗日
本紙有レ之
党
右近主計事
、最前
於
二京都
一之げ尼対一会儀
一不同之仕形
、
士 川 旧 版
長崎唐蘭
船交易覚
書
江も不礼
tノ ~ . 全 候 - 一 付
、
一
家遠慮中付岐
、
お之回日題古川股江も委
制北ハ仰相法悦得北ハ
、
〈ソ以返答
h t
… レ ッ ~ 候
、
然
北ハ年一以神職
川じ よ 之 儀 可 - 一
長
い フ 、
一候条
、
泣 い 泡
4
hf
免悦併右之内尼峡問
、
世 上 広 却 制 い ↓ 川
， レ
み二黒
川 一 候
、
以ト
一、
十 一
一月叶四
日
γ+ 
.!.~ 
必域継右衛門一 知
川
勝七
政久右衛門河間八郎兵衛川原作一じ東海仙右
衛門
村同門左衛門久米権兵衛消悶安左衛門岩永元
統
片山一五正
右出嶋口銭銀之内
J
そ人-一銀拾枚宛、
右は寅年被コ仰出一候通、今以弥堅く相守候傑一一と被-一仰渡一候、町中下々迄相守候様可レ被-一申付一候、以上、右之趣憶に承府中候
、町中下々
迄厳敷可
こ中付-
候
、為
ν
其銘々一判
玉.
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形如レ此御座候、以上、
ハ マ マ 〉
元録四年来十二月廿八日従是元録五申年
川口摂津守様山岡対馬守様
んJ
】
ぶ
句a d
，
一明後晦日人。春船出帆被一両付一候問、明晩，グ町中人改いた
L
、勿
論暮六ッ・
8
木
戸
をしめ可レ小供、此外ハ前々寸御
書
付を以被
- h
什一候趣、無『涌断一急度相守候様-一一被レ為一両付一候問、此己
H念を
入可レ被ニ申聞一候、
市中四月サ八日
申渡之覚
今度厳有院様十
三
廻御忌御法
事
-一付而、唯今迄相残候寺社方
新地之分被レ遊-一御免一候、自今以後新地令
-L
停止一候者也、
申
五
月九円
3、，_
J[ 
一 六
一
明日
J
一以船帰帆被一両付一候問、今晩
AO
町々人改いたし、勿論事
ム ハ ツ 時 ，
h o
木一
戸を〆可レ被レ申候、此外二別々
AO
御書付を以被二仰
什置一候趣、無-ロ油断一急度相守候様被レ為
- L
仰付一候問、此旨念を
入 可 レ 被 - 一 申 聞 一 候 、
申八月十九日
右之趣悩ニ承局、町内之者共急度中きかせ為-福守一可レ中候、為レ其銘々一判形如レ此御座候、以上、
(ママ)元録五年中八月十九日
党
本航犀町
長右衛門
榎津町
治左衛門
本篭町
佐平次
浦五嶋町
五郎兵衛
本紺屋町
清水屋
加兵衛
本電町
士川郎右衛門
今下町
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ス兵衛
本紺屋町
利左衛門
西上町
熊市左衛門
右九人家財諸色可レ致一一闘所一
一校、幼少之男子在レ之ものハ昨-一
什、其所一一一小三山能在 様一 可二申波一候、其外親類御構無レ之供、以 上
九月廿冗日
WM
凡
五拾
三
番五拾四番五拾七番五拾九番七拾需五般
江
、 市 川
船ニ有レ之候糸都合銀高五拾貫日商売可レ申コ付之一候、以上、
十月五日
ど~ y
一明日，グ秋船帰帆被『一仰付一候問、今晩より当月中町々人改致し、
勿論暮六ッ，
S
木戸を
AO
可レ申候、此外御書出し之趣ハ銘々江写
遣し置候問、節々見届町中之者共江竪く可レ被ご申渡一候、
日十月十五日
ホ之趣他ニ
一 部
問、町中之者共迄
急
度巾間せ
か
. こ 相
守
一可レ中佐為レ
北ハ銘々判形如レ此御座候、以上、
長崎時間蘭船
交
易覚
設け
元京五年申
十月
十
五日
従レ是元録六酉年山岡村馬守様宮城越前守様治水
寺
の 花 、
商二月
一切折とるへからさるも
の
也 、
党
一惣而荷物之事悉く遂一吟味一、過不足無レ之様-一差山し入レ念書出
し可レ申候、若
差
出ニ過不足有レ之候ハ
t A
、右過不足多少-一随ひ
売高を減し商売申付候、其内荷物差出減候事、尤不審候条依二其日間一吟味之上商売許容有閑敷事、
一
隠物之儀堅令こ停止一也、 左様之方使於有レ之は、巧之品ニより商売差免不レ可、又は其軽重-一応し割付高を減シ、諸事法を守候船ニ割付を増、商売可-一申付候事、
一隠物之儀は不レ限ご軽重一悉く可-取上一候事、
右之趣唐人共江申合、
差
出之奥書判形可レ為レ仕
本
、
一
一同
μ
.-1 -
'-' 
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党
一荷役仕抑候陪船
、約町附町乙名・組
一 以 立 合
、船
之外廻り芥細木
切板等念を入遂-一吟味二別条無
ν之候ハ斗、其趣甘いけ付を以年行司
迄百一申届一候事、
一明キ船番
人之儀、宿町附町より憾成者共弐人宛、都合四人
昼夜
附置可レ中候、乙名も不時折々見廻り番人共可こ中付一候、
一唐船封補仕候-一付、断之上回レ之対切上候ハ斗、其跡宿町之乙名
凶レ之対可レ仕候、修復之内は乙名・組一政付居候而、別而念を人的々ニ乙名封可レ仕候事、右御書出之趣
一収脂血相午可レ中候、為
ν其銘々一判
M M
如レ此御陛供、
以 上 、
(
マ マ
)
一万録六年尚二月五日
古田佐次右衛門人形
一年頃三拾五六、一せゐ中より少ひくし細観、一面鉢四角、一額少し川、一鼻少
しひらき
鼻筋通り
、
一白大いぼあり、一目大鉢、一口かつこうより大ク一さかやき中ひん あつくこひたゐなし
八
一さかやき右の方に耳より弐寸紅上に差渡しを歩程のほろくろを
-FAfJ
、
ρノ
J千
一上ひけし、一両すねに抱癒の跡あり、一LL
七 分 、
一刀長弐尺五寸程、せつ
ははどき金、さや爪ぬり、阿
賀しゃくとう
の竜柄頭
つの、但ふちし
ゃ
くとふ一一なミ、鍔大サさし渡し一一.寸
程車鍔、さげを尽糸かひの口、柄糸こひち
ゃ
、
一脇差長サ右尺七八寸程、せっばはいムき金、柄糸こひちわ、
H
貫
不レ覚、ふち柄頭鉄象限有もよふ不レ覚、鍔大サさし渡シ弐寸コ一四歩竜のすかし丸鍔、さや黒除、
一衣類上下弐ツともニ虫色きぬ紋たきおもたか、巣市川茶羽織、
R
…
縮緬綿入紋なし一
具足
色きぬ、帯
m一 … り う も ん 、
鈴木彦三郎人形
一年間竹一二、一せい中より大細観、一
同駄少しおもなか、
一色あき尽く、一日ほそく、一日大駄、一きかやき中ひんよりうすくこいたいなし、一
台少しなかく相見江浜
、
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一上ひけなし、
〈せの誤カ)
一刀長弐尺五六寸程はつばは、ふき焼什さや川
一 一…徐ぃ一ふち銀、くさから
か
し 柄 一
見つ
J
、鍔九無地大サ
差
渡し
弐
寸八九分、さげ
を
かひ
ヘ ヅ
ロ色江戸ちゃ柄糸こいもよぎ
一脇さし長サ弐尺程せっばはいムき不レ覚、さや黒塗柄糸こひち
ゃ
、
目貫ふち不レ党、っか頭つのつぼ大サ差渡し弐寸四五分ほど、車鍔銀象眼相見へ候さげを色不レ覚、
一着
獄上下
弐
ツきぬ烈色紋角
の
内き斗
ゃ う
、
哀
きぬ浅
賞
、
次木
綿
もよききんくづし嶋一長白く木綿ぬ こ、市閉山りろもん
以上(ママ〉
元録六年主
二
月
党
一 比
頃町中山火有レ之段
、
何度虚説申出し供、物
. K
のため町中騒
敷様-一鹿説巾出事可レ有レ之候問
、
若左様之もの見及候
ハ
LA
中川
へし、勿論火之元之儀、弥町中念を入可一一申付一之事、
一 万
一
出火有之候節、諸道共のけ供駄一一仕盗取義可レ有レ之候間火
消集候者共心を付、諸道具のけ者行先見届置可レ申候、又はあやしき琳-一相見へ候ものハ、早速捕誼可-
一申山
一候、若見誤捌
レ之候共越度たる問敷事、
一出火之節、家財等親類又は好身
の
者方
江 の
け候儀可レ有レ之候、
左怯ハ人肝一一成共預候ポハ、其段
h A
付を以乙名方迄
ph
断
一 、
若断なく頂り首
候
ハ
tA
穿 般
市之 上 可 レ 為 - 一 内
事
一引い 打、
一 〈 々
4 5 1
中品利八口
k ι 3 2
干 】
Hhj
IJ世
IJL
門 戸
4JJ
、 九 し
y-
一 一-e
問 一 一 一
月十日
ホ御れ山出し之趣位一一江口州中供、町中之もの共不レ残中間せ、
m m
一
相
守ら
せ
可 ・
f中
伎
、為
υ〆其銘
々判形如
ν比御
座
供、以
上
、
ハ
ママ)
一 万 録 六 年 酉 一 月 十 日
以 克
一 八
一 土 守
成就院事、邪法を致し
、
正法さまたけニ能成不問ニ帳
、
依レ之御預ケ被-拘付一供、向後も寺社方-一左様之類無レ之様 急度可一一中什一旨被二仰山一供、以上
、
凶八月
十
一 一 一 日
右
帝 …門出之趨憧ニ承扇申供
、
為レ其判形如レ此御座候、以上、
(ママ)
一克録六年酉八月什六日
党
銀 …
山町 弐
A
H賀
1
一 二
拾四番船
・!四拾六番船
右弐般今度比『議船一候ユ付、増売中付候問、差急キ尚売可レ為レ致供
、
以
k
、
八月什六日
r x
vd h
コ， け
J1
1 
銀弐百四拾三貫七百弐拾日正一回一
内五拾貫目浅市
一 九
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残而一白九拾一一一貫七百弐拾日正
座
内払
= 一
貫目九喬一船
拾頁
U
広南船
弐椴
但、を般五貫目ツ斗
残而百八拾貰七百弐拾日五厘
此
高願売
、
但五
拾九番船ニは惣
蚊 ，
p o
少宜願売可
こ 申 利 一 帳 、
広南船弐般江右拾貫日開、売之直段一一而船前之外一一可こ中什一
十
月七日
、S医
}[ 
一しいたけ
正 月 ，
C
凶月迄一一万 人 。
↑ 一
月
J
一
一日 川
AO
一 平 日
μAO
五
月
J
五月
λ。
七 月
J
十一 三八月
AO
さ批たねたは
斗把すいてう
けじ、もふ
ら
一 わ さ 一一 松
茸
二
C
九月ぷ十
一 一 月 迄
九月
止
コ 一
月迄
一 -
刀
J
コ 月
λ。
コ一 月
λ。
匹月
λ。
五月
λ。
六月
λ。
七月
λ。
八月
λ。
八月
J
十
二
月迄
九月
2
コ一月迄
右之口川々山克之儀、向後百出之通たるへし午去
一御所柿. 、
AE---
，
↑ ヶ
f
ゐ 汁 布 十
一つくし一
わらひ
一葉せ
ろか
一
竹の子~IR
F
わ ノ
一真桑
瓜
一りんこ一めうど一ぶ
L L
う
1i¥ 
キ11 ・
